
コ
ロ
ナ
対
策―

事
業
主

に
も
傷
病
手
当
金
を

陳
情
し
た
の
は
、
江
津
万

葉
の
里
商
店
会
と
江
津
民
主

商
工
会
で
す
。

陳
情
で
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
個
人
事
業
主

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の

傷
病
手
当
金
支
給
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
場
合
、
会
社
員
や

公
務
員
が
感
染
し
て
休
業
す

る
と
加
入
す
る
健
康
保
険
か

ら
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
で
あ
っ
て
も

被
用
者
（
労
働
者
）
で
あ
れ

ば
、
同
様
に
傷
病
手
当
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

個
人
事
業
主
に
つ
い
て
は
支

給
が
な
い
た
め
、
陳
情
で
は

感
染
し
て
も
安
心
し
て
休
業

で
き
る
よ
う
、
公
平
性
の
確

保
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
感
染
し
て
も
経
済
的
理

由
か
ら
休
業
で
き
な
け
れ
ば
、

感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
助
け
を
求

め
る
声
に
応
え
て

本
会
議
で
の
陳
情
へ
の
賛

成
討
論
で
、
日
本
共
産
党
江

津
市
議
団
の
多
田
伸
治
市
議

は
「
市
内
の
感
染
状
況
か
ら
、

莫
大
な
財
政
負
担
と
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
る
一
方
、
逆

に
感
染
爆
発
で
個
人
事
業
主

が
多
数
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

る
状
況
で
あ
れ
ば
、
市
内
経

済
の
破
綻
を
避
け
る
た
め
、

財
政
出
動
を
惜
し
ん
で
い
る

場
合
で
は
な
く
な
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
市

議
会
が
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
市
内
事
業
者
へ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
新

た
な
支
援
を
求
め
る
陳
情
を
、

不
採
択
と
し
た
こ
と
を
挙
げ

て
、
「
市
民
か
ら
の
助
け
を

求
め
る
声
に
、
市
民
の
代
表

で
あ
る
市
議
会
が
応
え
る
べ

き
」
と
し
ま
し
た
。

自
民
・
公
明
系
の
反
対

に
よ
り
不
採
択
に

こ
れ
に
対
し
て
、
政
友
ク

ラ
ブ
の
山
根
兼
三
郎
市
議
は
、

陳
情
に
対
し
て
の
質
疑
に
お

い
て
、
市
執
行
部
が
傷
病
手

当
金
の
財
源
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

国
が
抑
制
し
て
い
る
こ
と
、

国
保
会
計
の
基
金
（
行
政
に

よ
る
貯
金
）
も
将
来
世
代
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
財
源
確
保
と
制
度
設

計
が
難
し
い
」
と
答
弁
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
反
対
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
賛
成
は
党
市

議
団
と
市
民
ク
ラ
ブ
の
み
で
、

自
民
・
公
明
系
会
派
の
反
対

で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
は
16
自
治
体
が

傷
病
手
当
金
を
給
付

し
か
し
、
10
月
時
点
で
国

保
会
計
の
基
金
残
高
は
２
億

３
９
７
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で
は
、
16
自
治

体
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
基
金
の

活
用
も
含
め
て
、
江
津
市
で

も
安
心
し
て
経
営
を
続
け
ら

れ
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

高
齢
者
の
貧
困
と

補
聴
器
の
低
い
普
及
率

陳
情
し
た
の
は
、
全
日
本

年
金
者
組
合
島
根
県
本
部
石

見
支
部
で
す
。

陳
情
で
は
、
経
済
的
理
由

か
ら
、
補
聴
器
の
普
及
率
が

低
い
状
況
で
あ
り
、
補
聴
器

の
普
及
が
進
め
ば
、
早
期
対

応
に
よ
っ
て
難
聴
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
し
て
、
加
齢
性
難
聴
者

が
補
聴
器
を
購
入
す
る
場
合

の
助
成
制
度
を
、
市
と
し
て

創
設
す
る
こ
と
と
、
国
に
助

成
制
度
を
設
け
る
よ
う
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
へ
の
社
会
障
壁

を
取
り
除
く
た
め
に

本
会
議
で
の
陳
情
へ
の
賛

成
討
論
で
、
日
本
共
産
党
江

津
市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ
で

市
議
は
、
補
聴
器
の
普
及
率

が
上
が
れ
ば
、
高
齢
者
の
社

会
参
画
や
健
康
維
持
に
よ
る

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る
と
指
摘
。
補
聴
器
の
普
及

状
況
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
先
進
国
で
は
37
～
48
％

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

国
内
で
は
14
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
補

聴
器
が
５
万
～
50
万
円
と
高

額
で
、
無
年
金
や
低
年
金
の

高
齢
者
に
は
購
入
が
難
し
い

現
状
を
示
し
、
「
社
会
障
壁

を
取
り
除
く
た
め
に
も
、
助

成
制
度
を
創
設
す
べ
き
」
と

述
べ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
自
民
・
公
明

系
の
反
対
で
不
採
択

こ
れ
に
対
し
て
、
新
政
ク

ラ
ブ
の
鍛
治
恵
巳
子
市
議
は

反
対
討
論
で
、
陳
情
が
「
難

聴
が
う
つ
病
や
認
知
症
の
危

険
因
子
」
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
「
研
究
段
階
で

明
ら
か
で
な
い
」
と
し
て
、

県
内
・
市
内
の
状
況
を
把
握

し
て
判
断
す
べ
き
と
し
ま
し

た
。採

択
で
は
、
傷
病
手
当
金

の
陳
情
同
様
に
、
党
市
議
団

と
市
民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
し
た

も
の
の
、
自
民
・
公
明
系
会

派
が
反
対
し
た
た
め
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
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日本共産党江津市委員会

電話 ５２－２６３３

F A X ５２－７２４４

ＮＯ．２４６９

２０２１年１０月１０日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

「
な
ん
で
も
反
対
」
す
る
の
は
誰
？

市
民
の
陳
情
が
６
月
議
会
に
続
き

自
民
・
公
明
系
の
反
対
で
不
採
択
に

市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、
市
民
か
ら
の
陳
情
２

件
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
代
弁
者
で
あ
る
市

議
会
議
員
の
陳
情
へ
の
態
度
を
お
伝
え
し
ま
す
。

事
業
主
へ
の

国
保
の
傷
病
手
当
金
支
給
に
関
す
る
陳
情

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
へ
の

助
成
制
度
創
設
を
求
め
る
陳
情

２つの陳情への態度
所属会派 氏名 国保 補聴器

日本共産党
江津市議団

多田伸治 〇 〇

森川よしひで 〇 〇

市民クラブ
植田好雄 〇 〇

森川和英 〇 〇

政友クラブ

山根兼三郎 × ×

森脇悦朗 × ×

石橋孝義 × ×

田中直文 × ×

新政クラブ

坂手洋介 × ×

鍛治恵巳子 × ×

河野正行 × ×

藤田厚 × ×
永岡静馬 議長

会派なし 藤間義明 × ×

〇:賛成 ×:反対



共
管
組
合
の
構
成

共
管
組
合
は
、
有
福
温
泉
の

３
つ
の
公
衆
浴
場
を
管
理
す
る

事
務
組
合
で
す
。
旧
有
福
村
が

『
昭
和
の
大
合
併
』
な
ど
で
浜

田
市
と
江
津
市
に
分
割
さ
れ
た

た
め
、
江
津
市
と
浜
田
市
で
事

務
組
合
を
構
成
し
、
公
衆
浴
場

を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
共
管

組
合
に
も
議
会
が
あ
り
、
浜
田

市
議
会
・
江
津
市
議
会
か
ら
各

６
人
が
選
出
さ
れ
、
こ
れ
に
浜

田
市
長
を
加
え
て
共
管
組
合
議

会
を
構
成
し
て
い
ま
す
（
江
津

市
長
は
管
理
者
）
。
日
本
共
産

党
江
津
市
議
団
か
ら
は
森
川
よ

し
ひ
で
市
議
が
選
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

共
管
組
合

最
後
の
決
算
審
査
に

２
０
２
０
年
度
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
主
要
な
財
源
の
温

泉
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
緊
急
臨
時

的
措
置
と
し
て
浜
田
市
・
江
津

市
か
ら
合
計
で
２
０
８
万
円
を

補
て
ん
し
て
、
収
支
を
調
整
し

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
19
年
度
と
比
べ

て
定
期
券
利
用
の
地
元
利
用
者

数
は
５
万
２
２
５
４
人
か
ら
５

万
２
８
５
９
人
へ
微
増
し
ま
し

た
が
、
現
金
・
回
数
券
利
用
の

観
光
客
な
ど
地
元
外
の
利
用
者

数
は
３
万
６
８
０
８
人
か
ら
２

万
３
４
７
４
人
へ
と
過
去
最
低

ま
で
減
っ
て
お
り
、
入
湯
料
が

４
９
２
万
円
も
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。
歳
出
で
は
湯
番
（
会

計
年
度
任
用
職
員
）
の
報
酬
や

燃
料
費
・
光
熱
水
費
・
修
繕
費

な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

共
管
組
合
は
解
散
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
今
回
が
最

後
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
公

衆
浴
場
の
管
理
は
、
江
津
市
へ

引
き
継
が
れ
ま
す
。
今
後
は
具

体
的
な
条
例
・
規
則
な
ど
の
整

備
や
残
務
整
理
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

急
い
で
や
る
べ
き
事
業
？

現
在
、
有
福
温
泉
で
は
観
光

振
興
と
し
て
の
取
り
組
み
を
、

市
が
民
間
を
巻
き
込
ん
で
進
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
と
し

て
空
き
旅
館
な
ど
を
活
用
し
た

事
業
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
、
民
間
で
の

有
福
温
泉
再
生
の
取
り
組
み
と

し
て
、
10
月
１
日
に
イ
タ
リ
ア

料
理
店
と
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

た
だ
、
有
福
温
泉
全
体
を
中

長
期
滞
在
型
エ
リ
ア
に
転
換
し

て
温
泉
地
の
新
た
な
再
生
モ
デ

ル
と
す
る
取
り
組
み
に
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。
江
津
市
の
主

要
な
観
光
資
源
で
あ
る
有
福
温

泉
で
は
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
の

変
化
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、
有

福
温
泉
の
入
込
み
客
数
は
半
減

し
、
廃
業
し
た
旅
館
や
空
き
家
・

空
き
店
舗
が
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
は
そ
れ

ら
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

や
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

活
用
す
る
計
画
で
、

国
か
ら
の
財
源
も
含

め
約
６
億
円
を
投
入

し
ま
す
。
し
か
し
、

市
議
会
へ
の
説
明
で

は
具
体
的
な
事
業
内

容
が
「
今
後
、
検
討
す
る
」
と

さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
市
内
経

済
へ
の
直
接
的
な
コ
ロ
ナ
対
策

が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
、
急
い

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
不
在
の
再
生
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い

こ
こ
数
年
、
有
福
温
泉
再
生

事
業
で
は
、
新
泉
源
の
掘
削
・

神
楽
殿
竣
工
・
回
廊
整
備
・
御

前
湯
の
ト
イ
レ
整
備
・
県
道
田

所
国
府
線
「
有
福
工
区
」
整
備
・

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
設
置
、
公
共
駐

車
場
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
江
津
市
が
単
独
で

有
福
温
泉
を
管
理
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
と

と
も
に
再
生
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
財

産
と
し
て
、
住
民
不
在
と
な
ら

な
い
進
め
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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◆
い
ま
最
低
補
償
年
金
が
必
要

で
す最

低
補
償
年
金
制
度
は
、
高

齢
者
の
年
金
を
底
上
げ
し
、
無

年
金
者
を
な
く
し
女
性
の
低
年

金
を
改
善
す
る
制
度
で
す
。

高
齢
者
世
帯
の
25
～
29
％
が
、

「
家
計
に
ゆ
と
り
が
な
く
心
配
」

と
い
う
生
活
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
の
57
・

２
％
は
年
金
だ
け
で
生
活
し
て

お
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
52
・

２
％
が
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
働

か
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
者

の
就
業
率
は
、
こ
の
10
年
間
の

伸
び
率
で
主
要
国
の
中
で
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
が

減
額
さ
れ
た
結
果
で
す
。

さ
ら
に
重
大
な
こ
と
は
、
高

齢
労
働
者
の
77
・
３
％
が
非
正

規
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
割
合
が
52
・
７

％
と
最
も
高
く
、
低
賃
金
の
労

働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
全
国
調
査
で

は
無
年
金
者
は
96
万
人
お
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
の
３
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
沖
縄
は
６
％
で

全
国
平
均
の
２
倍
の
多
さ
で
し

た
。
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
受

給
資
格
期
間
が
25
年
か
ら
10
年

に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た

に
受
給
資
格
を
多
く
の
人
が
得

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
月
額
５
万
円
未
満
の
低
年

金
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
あ
ま
り
に
低
い
女
性
の
年
金

年
金
受
給
権
者
の
年
金
月
額

を
見
る
と
、
10
万
円
未
満
は
男

性
が
７
・
１
％
で
、
女
性
が
16
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
民
年
金
し
か
な
い
受
給
権
者

の
平
均
月
額
は
５
万
７
６
４
円

で
、
納
付
期
間
が
25
年
未
満
の

国
民
年
金
だ
け
の
受
給
権
者
で

月
額
４
万
円
未
満
の
人
は
、
男

性
が
16
・
９
％
で
女
性
が
79
・

０
％
で
す
（
年
金
者
組
合
の
資

料
よ
り
）
。
特
に
女
性
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
総
じ
て
現
在

の
年
金
制
度
で
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
老
後
の
保
障
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
の
暮
ら

し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
最
低
補
償
年

金
制
度
の
実
現
が
必
要
で
す
。

非
正
規
労
働
者
の
正
規
化
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
の
実
現
な

ど
、
私
た
ち
の
要
求
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
市
民
と
野
党
の

共
闘
に
よ
る
新
し
い
政
権
を
つ

く
り
、
私
た
ち
の
要
求
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

年
金
者
組
合

河
野
哲
雄

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
新
し
い
政
権
を

有
福
温
泉
公
衆
浴
場

入

湯

客

数

が

過

去

最

低

に

９
月
30
日
、
浜
田
市
江
津
市
旧
有
福
村
有
財
産
共
同
管
理
組
合

（
以
下
、
共
管
組
合
）
の
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
０

年
度
決
算
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

６
日

６
日

５
日

４
日

３
日

１
日

澄

川

ト

ミ

ヱ

柳

光

秋

江

木

村

千

恵

寺

本

喜

美

子

細

川

キ

タ

ヨ

酒

井

芳

子

（
94
）

（
92
）

（
47
）

（
86
）

（
94
）

（
82
）

波

子

町

後

地

町

江

津

町

浅

利

町

桜

江

町

長

谷

桜

江

町

江

尾


